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彙
　
　
報　
二
〇
二
二
年
七
月
〜
十
二
月

大

谷

学

会

◇
研
究
発
表
会

十
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時
〜

 

於　

講
堂

即
時
繰
り
返
し
学
習
に
よ
る
英
語
発
話
へ
の

影
響 

本
学
准
教
授　

西
川
幸
余

欧
米
と
日
本
の
「
日
本
学
」
研
究
方
法
の
違

い
に
つ
い
て

 

本
学
准
教
授　

ア
マ 

ミ
チ
ヒ
ロ

ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
コ
マ
ン
ド
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
嚆
矢—

素
材
試
験
局
の
誕
生
と

そ
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て—

 

本
学
講
師　

前
田
充
洋

マ
ン
ガ
の
分
析
手
法
と
社
会
へ
の
応
用

 

本
学
教
授　

柴
田
み
ゆ
き

※
西
川
准
教
授
と
ア
マ
准
教
授
の
発
表
に
つ

い
て
は
、
今
号
に
発
表
要
旨
と
し
て
掲
載

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

次
号
以
降
に
論
文
と
し
て
掲
載
す
る
予
定

で
あ
る
。

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

七
月
十
二
日
（
火
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
投
稿
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

・
そ
の
他

七
月
十
三
日
（
水
）
〜
十
八
日
（
月
）

 

書
面
会
議

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
投
稿
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

九
月
八
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
特
別
研
究
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
公
募
に
つ
い
て

・
一
般
研
究
（
予
備
研
究
）
の
募
集
に
つ
い
て

・
特
定
研
究
・
指
定
研
究
・
資
料
室
研
究
計

画
作
成
及
び
研
究
費
の
管
理
に
つ
い
て

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
査
読
・
校

閲
に
つ
い
て

・
そ
の
他

十
一
月
二
日
（
水
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
十
号

査
読
・
校
閲
結
果
に
つ
い
て

・
二
〇
二
二
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
二
〇
二
三
年
度
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
体

制
に
つ
い
て

・
そ
の
他
（
報
告
事
項
）

真

宗

学

会

◇
第
一
回
例
会
（
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会
）

十
月
六
日
（
木
）
午
後
六
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
七
教
室

親
鸞
聖
人
の
往
生
観

　

—

往
生
の
具
体
相
を
問
う—

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
一
学
年

 

一
條
顯
壽

親
鸞
の
「
宿
業
観
」

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
一
学
年

 

岩
坂
久
遠

差
別
を
克
服
す
る
視
点　

真
宗
の
立
場
か
ら

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
一
学
年
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藤
永
樹
心

◇
大
会

十
月
二
十
五
日
（
火
）
午
後
三
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

エ
ピ
ク
テ
ト
ス
と
清
沢
満
之

 

哲
学
者　

國
方
栄
二

乗
托
妙
用
の
自
己
の
自
覚—

落
在
と
自
在—

 

本
学
准
教
授　

西
本
祐
攝

◇
修
士
論
文
中
間
発
表
会

十
一
月
九
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

二
号
館
二
一
〇
一
教
室

親
鸞
に
お
け
る
悲
願
に
つ
い
て

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

元
氏　

唯

看
護
師
が
読
む
『
歎
異
抄
』
第
四
章

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

平
川
弘
美

親
鸞
に
お
け
る
「
大
行
」

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

英　

貴
志

◇
第
二
回
例
会

十
一
月
三
十
日
（
水
）
午
後
二
時
五
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

「
行
巻
」『
五
会
法
事
讃
』
に
お
け
る
親
鸞
の
視

点

　

—

法
然
・
聖
覚
と
の
比
較
を
通
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

山
雄
優
生

善
導
の
名
号
観—

『
観
経
疏
』
を
中
心
に—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

呂　

振
民

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
二
月
八
日
（
木
）
午
後
六
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
五
教
室

本
願
と
の
で
あ
い—

親
鸞
の
生
涯
か
ら—

 

思
想
探
究
コ
ー
ス　

三
木
ゼ
ミ

 

芳
原
瑠
璃
果

女
人
成
仏

 

思
想
探
究
コ
ー
ス　

西
本
ゼ
ミ

 

横
山
美
瑠

『
歎
異
抄
』
第
十
三
章
に
見
る
死
刑
制
度

 
現
代
臨
床
コ
ー
ス　

藤
元
ゼ
ミ

 

本
谷
阿
人

真
宗
に
お
い
て
救
い
と
は

 

国
際
コ
ー
ス　

井
上
ゼ
ミ

 
廣
瀬
宗
樹

◇
第
三
回
例
会

十
二
月
十
四
日
（
水
）
午
後
二
時
五
十
分
〜

 

於　

尋
源
講
堂

「
行
巻
」
の
主
題
と
衆
生
の
念
仏

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
三
学
年

 

浅
井
竜
一

「
行
巻
」
と
「
信
巻
」
に
現
れ
る
「
阿
闍
世
」

—

『
論
註
』八
番
問
答
の
第
一
問
答
を
通
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

千
賀
貴
信

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
六
号
発
行

 

（
十
二
月
十
五
日
）

〈
目
次
〉

隆
寛
律
師
『
具
三
心
義
』
読
解
（
下
）—

初
段

「
総
明
三
心
義
」
を
読
む—

 

木
越　

康

『
教
行
信
証
』「
教
巻
」
諸
引
文
に
関
す
る
一
考
察

—

『
如
来
会
』・『
平
等
覚
経
』
を
中
心
に—

 

村
上
無
量

「
誓
願
一
仏
乗
」
試
考—

「
現
代
臨
床
」
と
い

う
視
点
に
む
き
あ
っ
て—

 

藤
元
雅
文

他
力
・
離
脱
・
信—

親
鸞
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

の
あ
い
だ—

 

守
中
高
明

名
号
に
つ
い
て—

願
生
論
（
二
十
一
）—
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安
田
理
深

大
乗
の
仏
弟
子—

天
親　

親
鸞
と
天
親
②　

荘
厳
と
回
向—

教
え
を
生
き
る

 

加
来
雄
之

◇
第
四
回
例
会

十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 
於　

慶
聞
館
Ｋ
二
一
六
教
室

座
談
会
：
宗
教
と
は
何
か

仏

教

学

会

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
月
二
十
五
日
（
火
）・
二
十
八
日
（
金
）

 

午
後
一
時
〜

 

於　

一
号
館
一
三
一
四
教
室

◇
公
開
講
演
会

十
一
月
十
六
日
（
水
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

釈
尊
伝
研
究
か
ら
見
た
原
始
仏
教
の
風
景

 

東
洋
大
学
名
誉
教
授　

森　

章
司

社

会

学

会

◇
現
代
社
会
学
科
講
演
会

十
一
月
十
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

 

於　

講
堂

障
害
者
自
立
生
活
運
動
の
現
状

 
—

社
会
か
ら
の
排
除
に
抗
し
て

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
自
立
生
活

 

セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
事
業
所
理
事
長

 

小
泉
浩
子

近
年
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
制
定
、
障
害

者
権
利
条
約
の
批
准
、
あ
る
い
は
重
度
障
害

の
あ
る
国
会
議
員
の
誕
生
な
ど
、
障
害
者
運

動
の
成
果
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
や

ま
ゆ
り
園
事
件
」
や
「
京
都
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
嘱

託
殺
人
事
件
」
な
ど
障
害
者
の
命
と
尊
厳
の

問
題
を
問
う
事
件
も
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
会

で
は
、
権
利
獲
得
の
歴
史
と
障
害
者
の
置
か

れ
て
い
る
実
態
お
よ
び
障
害
者
自
立
生
活
運

動
の
現
状
に
つ
い
て
、
講
師
の
体
験
に
基
づ

き
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
大
会
・
総
会

七
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
四
教
室

研
究
課
題
〝
現
如
上
人
と
北
海
道
の
開
拓
・

開
教
〞
へ
の
取
り
組
み
過
程

 

松
金
直
美

き
し
わ
だ
自
然
資
料
館
の
紹
介

 

長
谷
川
智
子

東
本
願
寺
と
京
都
画
壇—

明
治
度
両
堂
再
建

に
お
け
る
障
壁
画
制
作
の
背
景
に
つ
い
て—

 
 

國
賀
由
美
子

午
後
四
時
五
十
分
よ
り
総
会
を
行
っ
た
。

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
九
月
例
会

九
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
一
教
室

「
民
間
私
富
の
活
用
」
と
律
令
知
法
財
政
制
度

 

増
成
一
倫

文

藝

学

会

◇
公
開
講
演
会

七
月
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
の
継
子
譚
を
め
ぐ
っ

て 

本
学
教
授　

浦
山
あ
ゆ
み

短
歌
の
向
こ
う
に
日
本
が
見
え
る

 

歌
人　

荻
原
裕
幸



 　4

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
九
号
発
行

 

（
十
月
Ａ
５
判
八
十
ペ
ー
ジ
）

〈
目
次
〉

高
山
寺
・
明
恵
と
覚
厳
法
眼 

野
村
卓
美

文
藝
學
會
か
ら
の
お
知
ら
せ

荒
畑
寒
村
「
光
を
掲
ぐ
る
者
」
総
索
引

 

倉
田
智
輝

『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
の
最
終
段
に
関
す
る

一
考
察 
浦
山
あ
ゆ
み

国

文

学

会

◇
講
演
会

十
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
〜

 

於　

尋
源
講
堂

先
師
法
要
厳
修

多
屋
頼
俊
先
生
の
学
恩
を
偲
ぶ

　

—

三
十
三
回
忌
記
念
誌
を
中
心
に
し
て—

 

本
学
名
誉
教
授　

石
橋
義
秀

中

国

文

学

会

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
月
二
十
五
日
（
火
）
午
後
一
時
〜

 

於　

博
綜
館
Ｈ
二
〇
三
教
室

『
白
蛇
伝
』
の
研
究 

東
地
琴
音

乳
幼
児
教
育
学
会

◇ 

『
大
谷
大
学
乳
幼
児
教
育
学
会
研
究
紀
要
』　 

第
三
号
刊
行
（
二
〇
二
三
年
三
月
予
定
）
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。


